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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間における我が国経済は、政府主導による経済政策等により、企業業績や雇用情勢の改善

が見られるなど緩やかな回復基調が続いております。一方、中国をはじめとする新興国経済の減速や不安定な中

東情勢の影響など海外景気の下振れリスクが高まり先行きは不透明な状況で推移しております。 

 住宅関連業界におきましては、住宅取得資金贈与の非課税枠拡大や省エネ住宅ポイント制度の施行など政府に

よる需要促進策により、貸家、マンションを中心に新設住宅着工戸数は増加基調にありました。しかし当社事業

の主要マーケットである持家及び戸建住宅については、消費税増税による反動減から回復の兆しが見られたもの

の本格的な需要の回復に至らず厳しい市場環境が続いております。 

 こうした事業環境のなか、当社におきましては「不断前進」をスローガンに前事業年度から最重要課題として

取り組んできたＫ７プロジェクトについて、更なる生産革新と飛躍的な生産性向上の取り組みを継続し、これま

で培った生産性向上の施策、ノウハウを更に高める活動を行うとともに間接部門における活動を本格化させソフ

ト、ハードの連携を深め全社一丸となった改革活動を進め、その成果も顕著に表れてきました。 

 内装建材事業については、海外資材価格の高止まりと国内需要の減少傾向を背景とした経営環境のなか、階段

の総合メーカーとして新樹種の活用や集成、突板、シートなど幅広いラインナップとプレカット技術を前面に営

業力の強化に努めました。また11月には仙台市に新たな販売拠点を設け、一昨年に着手した九州地区の展開も含

め全国エリアの販売網の構築を図りました。こうした取り組みにより第３四半期は特にシート階段が好調に推移

するなど第２四半期の落ち込みをカバーする受注状況となりました。しかし、収益面においては生産プロジェク

トの成果が寄与したものの資材価格の高止まりの影響が大きく引き続き厳しい事業運営となりました。 

 木構造建材事業については、ツーバイフォーパネルの受注が好調に推移したことに加えプロジェクトを通じた

生産性向上や原価低減活動による積極的な取り組みが奏功し、同事業における収益改善が図られております。し

かしながら主力であるプレカット事業については、第２四半期の落ち込みが大きく、また、例年盛り上がりを見

せる第３四半期の展開についても予想以上に市況が低迷し本格的な受注回復に至らず、収益性は改善しているも

のの事業全体としては低調に推移いたしました。 

 これらの結果、当第３四半期累計期間の売上高は、93億30百万円と前年同四半期と比較し、2億38百万円

（△2.5％）の減収となりました。利益面では営業利益88百万円と前年同四半期と比較し22百万円（33.2％）の

増益、経常利益は60百万円と前年同四半期と比較し23百万円（62.1％）の増益、四半期純利益は51百万円と前年

同四半期と比較し1百万円（3.3％）の増益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期会計期間末における総資産につきましては、121億34百万円となり、前事業年度末と比べ4億91百

万円の増加となりました。これは主に当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日の影響により受取手形及び売

掛金等が増加したことによるものであります。

 負債につきましては、65億92百万円となり、前事業年度末と比べ4億40百万円増加となりました。これは主に

当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日の影響等により支払手形及び買掛金、並びに長期借入金等が増加し

たことによるものであります。

 純資産につきましては、55億42百万円となり、前事業年度末と比べ51百万円増加しております。これは主に四

半期純利益の計上によるものであります。

 この結果、総資産が増加し、自己資本比率は前事業年度末と比べ1.5ポイント減少の45.7％となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期通期の業績予想につきましては、平成27年４月30日に公表いたしました予想から変更はありま

せん。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 733 748 

受取手形及び売掛金 4,111 4,687 

商品及び製品 310 284 

仕掛品 358 441 

原材料及び貯蔵品 1,012 885 

その他 207 194 

貸倒引当金 △5 △6 

流動資産合計 6,728 7,236 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 992 986 

土地 2,917 2,917 

その他（純額） 731 714 

有形固定資産合計 4,641 4,618 

無形固定資産 135 132 

投資その他の資産    

前払年金費用 － 4 

その他 181 187 

貸倒引当金 △44 △44 

投資その他の資産合計 137 147 

固定資産合計 4,914 4,898 

資産合計 11,643 12,134 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,632 2,861 

短期借入金 800 750 

1年内返済予定の長期借入金 593 637 

未払法人税等 15 18 

賞与引当金 65 37 

その他 408 542 

流動負債合計 4,513 4,847 

固定負債    

長期借入金 1,520 1,672 

退職給付引当金 59 － 

役員退職慰労引当金 50 51 

資産除去債務 2 2 

その他 5 18 

固定負債合計 1,638 1,744 

負債合計 6,151 6,592 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,473 2,473 

資本剰余金 2,675 2,675 

利益剰余金 582 634 

自己株式 △240 △241 

株主資本合計 5,490 5,541 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 0 0 

評価・換算差額等合計 0 0 

純資産合計 5,491 5,542 

負債純資産合計 11,643 12,134 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 9,569 9,330 

売上原価 8,372 8,079 

売上総利益 1,196 1,251 

販売費及び一般管理費 1,129 1,162 

営業利益 66 88 

営業外収益    

受取配当金 0 0 

受取手数料 2 2 

その他の雇用関連収入 0 0 

その他 2 1 

営業外収益合計 5 5 

営業外費用    

支払利息 23 21 

売上割引 10 11 

その他 0 0 

営業外費用合計 34 33 

経常利益 37 60 

特別利益    

固定資産売却益 3 0 

短期売買利益受贈益 1 － 

特別利益合計 5 0 

税引前四半期純利益 42 60 

法人税、住民税及び事業税 6 10 

法人税等調整額 △13 △0 

法人税等合計 △6 9 

四半期純利益 49 51 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（利益準備金の額の減少について）

 当社は、平成27年６月25日開催の第56期定時株主総会における決議に基づき、平成27年７月31日をもって利益準

備金の額の減少を行いました。

 

１．利益準備金の額の減少の目的

 繰越利益剰余金の欠損を補填し、将来の環境変化等に対する財務戦略上の柔軟性及び機動性を確保することを

目的としております。

 

２．利益準備金の額の減少の要領

 会社法第448条第１項の規定に基づき、利益準備金を全額取り崩し、繰越利益剰余金に振り替えております。

 ①減少する準備金の額

  利益準備金   618百万円

 ②増加する剰余金の額

  繰越利益剰余金 618百万円
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